




　『まいぶん（埋文）』とは、埋蔵文化財のことで、文字が示しているよう

に土地に埋まっている文化財という意味です。 

　文化財と言えば、建造物、美術品、史跡など種類はたくさんありますが、

『まいぶん』もそんな文化財の仲間の一つです。 

一
つ
は
、
遺
構
で
す
。
住
居
跡
（
竪
穴
式
住
居
な
ど
）、

お
墓
（
古
墳
な
ど
）、
そ
し
て
、
土
岐
市
に
多
く
残
っ
て

い
る
窯
跡
な
ど
の
動
か
す
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
す
。
 

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
や

乙
塚
古
墳
、
段
尻
巻
古
墳
も
実
は
『
ま
い
ぶ
ん
』
な
の

で
す
。
 

　発掘調査によって発見される遺構や遺物から読み取る

ことができるさまざまな情報が、当時の人々の生活の様

子や文化などを伝えてくれます。 

も
う
一
つ
は
、
遺
物
で
す
。
昔
の
人
が
使
っ
て
い
た

も
の
（
石
器
、
土
器
、
木
製
品
な
ど
）
で
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
 

土
岐
市
で
は
、
窯
跡
か
ら
た
く
さ
ん
の
陶
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
美
濃
陶
磁
歴
史
館

で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

い
　

こ
う
 

い
　
ぶ
つ
 



それでは、『まいぶん』によって何が分かるのでしょうか。 

やきもののまち土岐市には、たくさんの窯跡があり、それらを調査することで窯業の歴史が解き明かされてきました。 

今回は、平成16年度に行われた村跡（肥田浅野元町）の発掘調査から分かったことを紹介します。 

村跡と書きましたが、もちろん調査前は水田が広がっており、何が埋まっているかは分かりませんでした。 



　ここまで紹介してきた『まいぶん』ですが、土

の中に埋まっているので普段は、人の目に触れる

ことはありません。そのため、工事などによって

知らないうちに破壊されてしまう恐れがあります。 

　教育委員会では、市内をくまなく歩いて遺物が

落ちているか確認したり、地元の方に話を伺った

り、文献を調べたりして得た情報をもとに、『ま

いぶん』が埋まっている可能性がある地域を遺跡

台帳に登録し遺跡地図を作りました。 

　『まいぶん』は、昔の人の生活の営みや文化を物語る大変貴重な資料です。 
　この貴重な文化財を守るために工事などの際は、埋蔵文化財の有無を確認してください。 

古
い
絵
図
や
文
献
か
ら
、
近
く
に
街
道
が
あ
り
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
 

左
の
図
は
、
江
戸
時
代
の
浅
野
村
の
絵
図
で
す
。
 

調
査
地
の
辺
り
に
は
、
生
け
垣
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

 遺
構
・
遺
物
や
絵
図
な
ど
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
は
、
当
時
の
様
子
を
再
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

 水
田
が
広
が
る
農
村
地
帯
の
中
に
広
葉
樹
林
や
松
林
が
あ
り
、
懐
か
し
い
里
山
の
風
景
が
広
が
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

そ
こ
に
生
け
垣
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
が
建
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
屋
敷
に
は
、
農
村
で
あ
り
な
が
ら
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
裕
福
で
教
養
の
あ
る

人
物
が
住
ん
で
い
て
、
お
客
さ
ん
を
も
て
な
す
た
め
に
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
た
茶
道
具
を
使
っ
て

お
茶
を
た
て
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 



日本画の部・市展賞「二又の道」 
松本共子さんの作品 

彫刻の部・市展賞「爽秋」 
大野由美子さんの作品 

陶芸の部・市展賞「練込壷」 
根崎隆博さんの作品 

洋画の部・市展賞「Ballet・Code（バレエ･コード）」 
水谷弘美さんの作品 

  審
査
講
評
　
意
欲
的
な
作
品
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
体
的

に
は
、
お
と
な
し
い
感
じ
が
し
ま

し
た
。
 

市
展
賞
　
松
本
共
子（
駄
知
町
）
 

市
長
賞
　
岩
井
勝
春（
泉
町
）
 

議
長
賞
　
伊
藤
　
子（
土
岐
津
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
福
岡
冨
美
代（
泉

町
） 

＊
奨
励
賞
8
点
・
入
選
32
点
 

  審
査
講
評
　
昨
年
よ
り
、
応
募
点

数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
大
作
が
多
く
な
っ
た
こ
と
は
、

歓
迎
で
す
。
 

市
展
賞
　
水
谷
弘
美（
泉
町
） 

市
長
賞
　
安
藤
　
武（
泉
町
） 

議
長
賞
　
山
田
雅
子（
泉
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
伊
藤
　
健（
春

日
井
市
） 

東
濃
洋
画
家
連
盟
賞
　
出
田
秀
文
 

（
泉
町
）・
志
水
　
弘
（
泉
町
）
 

＊
奨
励
賞
6
点
・
入
選
19
点
 

  審
査
講
評
　
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の

持
ち
味
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
せ
る

素
材
や
技
法
で
、
さ
ら
に
良
い
作

品
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
 

市
展
賞
　
大
野
由
美
子（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
奥
村
誠
司（
多
治
見
市
） 

議
長
賞
　
渡
辺
賢
一（
美
濃
加
茂
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
大
橋
高
明（
瑞

浪
市
）
 

＊
奨
励
賞
1
点
・
入
選
2
点
 

  審
査
講
評
　
上
位
入
賞
作
品
は
、

レ
ベ
ル
が
高
く
展
示
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。
 

市
展
賞
　
根
崎
隆
博（
泉
町
）
 

市
長
賞
　
伊
藤
　
真（
泉
町
）
 

議
長
賞
　
片
田
早
苗（
中
津
川
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
勝
野
正
博（
妻

木
町
）
 

＊
奨
励
賞
8
点
・
入
選
29
点
 

  審
査
講
評
　
昨
年
に
比
べ
、
出
品

作
品
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
、
変
化
に
富
ん
だ
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
多

く
の
出
品
を
期
待
し
ま
す
。
 

市
展
賞
　
安
藤
幸
恵（
下
石
町
）
 

市
長
賞
　
小
林
紫
香（
下
石
町
）
 

議
長
賞
　
小
林
天
真（
瑞
浪
市
）
 



商業美術の部・市展賞「パラダイス」 
増田　豊さんの作品 

書道の部・市展賞「良寛のうた」 
安藤幸恵さんの作品 

写真の部・市展賞「インディアンテント」 
小川妙子さんの作品 

硬筆書道の部・市展賞「琵琶行」 
三宅洋子さんの作品 

手工芸の部・市展賞「親子だね」 
加藤末子さんの作品 

教
育
委
員
長
賞
　
宮
川
章
波（
多

治
見
市
）
 

＊
奨
励
賞
8
点
・
入
選
30
点
 

  審
査
講
評
　
毎
年
出
品
す
る
こ
と

で
必
ず
成
長
し
ま
す
。
積
極
的
な

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

市
展
賞
　
三
宅
洋
子（
土
岐
津
町
） 

市
長
賞
　
岡
嶋
八
千
代（
多
治
見
市
） 

議
長
賞
　
保
母
和
子（
泉
町
）
 

教
育
委
員
長
賞
　
鈴
木
碧
明（
多

治
見
市
）
 

＊
奨
励
賞
5
点
・
入
選
19
点
 

  審
査
講
評
　
過
去
に
審
査
し
た
時

の
記
憶
に
残
っ
た
良
い
作
品
は
、

色
あ
せ
ず
に
生
々
し
く
覚
え
て
い

ま
す
。
人
々
に
感
動
を
与
え
る
良

い
作
品
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

市
展
賞
　
小
川
妙
子（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
大
嶽
善
三（
多
治
見
市
） 

議
長
賞
　
長
谷
川
敏
男（
多
治
見
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
安
藤
博
也（
御

嵩
町
）
 

＊
奨
励
賞
28
点
・
入
選
87
点
 

  審
査
講
評
　
点
数
の
多
さ
だ
け
で

な
く
、
全
体
の
底
上
げ
が
で
き
た

レ
ベ
ル
の
高
い
展
覧
会
に
な
り
ま

し
た
。
 

市
展
賞
　
増
田
　
豊（
瑞
浪
市
）
 

市
長
賞
　
尾
形
侑
美（
鶴
里
町
）
 

議
長
賞
　
原
科
範
子（
妻
木
町
）
 

教
育
委
員
長
賞
　
中
島
敦
子（
中

津
川
市
）
 

＊
奨
励
賞
19
点
・
入
選
76
点
 

  審
査
講
評
　
今
回
は
、
古
い
感
じ

の
表
現
方
法
で
あ
っ
て
も
、
存
在

感
の
あ
る
作
品
に
注
目
し
て
、
賞

を
選
定
し
ま
し
た
。
 

市
展
賞
　
加
藤
末
子（
泉
町
）
 

市
長
賞
　
清
水
昌
文（
肥
田
町
）
 

議
長
賞
　
鈴
木
た
に
ゑ（
駄
知
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
永
井
昭
夫（
泉

町
）
 

＊
奨
励
賞
9
点
・
入
選
33
点
 

  （
無
鑑
査
作
品
を
対
象
に
、
毎
年

2
部
門
か
ら
選
ば
れ
る
賞
） 

小
木
曽
た
み
子（
日
本
画
・
駄
知

町
）・
土
本
其
友（
書
道
・
駄
知
町
） 



詳
し
く
は
、
児
童
課
（
内
線
1
6
1
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

年末は下記の日程で 
年末のごみ収集は、下記の日程で収集します。 
詳しくは、収集カレンダーをご覧下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
粗大ごみの申し込みは15日（金）までに 
12月の粗大ごみ収集の申し込みは、12月15日（金）
午後　5　時15分までです。必ず電話で申し込みをし、指
定日に集積場所へ出してください。 
ごみの直接搬入 
環境センターでは、年末のごみの直接搬入を下記の

日程で受け付けます。 
 
 
 

＊年末は、受け付けが大変混雑し、待ち時間が長くな
ります。早めに搬入するようにしてください。 

＊混雑を避けるために、あらかじめ可燃・不燃・粗大・
資源物に分別し、まとめて持ち込んでください。 
（家庭ごみの処理手数料は、無料です。） 

環境センターの休業期間 
12月31日（日）～平成19年　1　月　3　日（水）までは休

業となります。 
　1　月　4　日（木）からは、通常業務となります。 

　1　月の資源回収日 
　1　月の資源回収日は、収集カレンダーでご案内した

通り、例月と違い各地区とも、　1　週ずつ繰り延べとな
りますのでご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お申し込みは15日（金）までに 
年末年始のし尿収集は、年末は12月28日（木）まで、
年始は　1　月　4　日（木）からです。 
12月29日（金）から　1　月　3　日（水）までは収集しませ

んので、年内に収集の必要な方は、12月15日（金）ま
でに申し込んで（番地まで記入して）ください。 
16日以降の申し込み分については、新年の収集とな
りますのでご注意ください。 
★必ず、し尿処理券を用意してください。し尿処理券
がないと収集できない場合があります。また、電話で
の申し込みは、受け付けませんのでご注意ください。 
詳しくは、衛生センター（　○55　3429）へどうぞ。 

詳しくは、環境センター（　○55　3325）へどうぞ。 

  

幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
、
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

方
で
、
来
春
4
月
か
ら
勤
務
可
能
な
方 

  

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
幼
稚
園
免

許
状
ま
た
は
、
保
育
士
証
を
添
え
て
児
童
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

  

市
内
幼
稚
園
ま
た
は
、
保
育
園 

  ◆
幼
稚
園
臨
時
教
諭
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分 

◆
預
か
り
保
育
担
当
教
諭（
保
育
士
）＝
午
後
2
時
〜
6
時 

◆
保
育
園
臨
時
保
育
士
＝
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時
ま

で
の
間
の
8
時
間
（
短
時
間
勤
務
も
相
談
に
応
じ
ま
す
） 

  

時
給
8
9
5
円
（
交
通
費
な
し
） 



か
つ
て
は
、
仕
事
一
筋
、
仕
事
人
間
と

い
う
言
葉
が
表
す
よ
う
に
仕
事
が
優
先
さ

れ
る
世
の
中
で
し
た
が
、
女
性
の
仕
事
へ

の
取
り
組
み
方
や
共
働
き
の
増
加（
下
図
）

に
よ
っ
て
夫
婦
の
考
え
方
や
在
り
方
が
変

化
し
、
仕
事
以
外
に
も
「
や
り
た
い
こ
と
」

「
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」
を
持

つ
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ

れ
か
ら
は
男
女
を
問
わ
ず
育
児
・
介
護
な

ど
の
家
庭
生
活
や
地
域
活
動
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
に
な
り
得
る
し
、
積
極

的
に
し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
き
ま

す
。
 

ま
た
、
昨
今
は
、
企
業
が
業
績
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
貢
献
度
と
い
う
尺
度
か
ら

も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
企
業
を
支
え
る
従
業
員
が
心
身

共
に
健
康
で
意
欲
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
は
、
従
業
員
の

能
力
発
揮
・
企
業
の
魅
力
と
な
り
、
生
産

性
の
向
上
・
よ
い
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
経
営
者
も
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
の
取
れ
た
雇
用
環
境
の
整
備
が
企
業

戦
略
の
一
つ
に
な
る
と
と
ら
え
、
そ
の
必

要
性
を
認
識
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

企
業
経
営
者
・
有
識
者
な
ど
が
参
集
し

て
行
わ
れ
た
「
男
性
が
育
児
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
」

か
ら
、
経
済
界
へ
の
提
言
の
中
に
も
「
社

長
命
令
で
残
業
を
禁
止
し
た
と
こ
ろ
、
時

間
内
に
仕
事
を
終
え
る
た
め
、
社
員
は
集

中
力
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
仕

方
を
工
夫
し
た
り
、
無
駄
な
こ
と
を
止
め

た
り
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
残
業
を
減
ら
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
逆
に
会
社
は
、
利
益

を
上
げ
て
い
ま
す
」
と
い
う
例
も
あ
り
ま

し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
か

否
か
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の
考
え
方
に
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
経
営
者
の
皆
さ
ん
、

従
業
員
無
く
し
て
会
社
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

仕
事
と
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
、
あ
な
た

自
身
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
含
め

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 



皆
さ
ん
は
「
消
火
栓
」
を
ご
存
じ
で
す

か
？ 消

火
栓
と
は
、
火
災
が
発
生
し
た
際
に
、

消
防
隊
が
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
使
用

す
る
「
消
防
水
利
」
の
こ
と
で
、
市
内
に

約
1
6
0
0
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
内
に
は
、
地
上
式
消
火
栓
と
地
下
式

消
火
栓
の
2
種
類
が
あ
り
、
地
上
式
は
、

一
般
的
に
道
路
脇
や
歩
道
に
立
て
ら
れ
て

い
る
赤
い
円
柱
状
の
設
備
で
す
。 

一
方
、
地
下
式
消
火
栓
は
、
道
路
脇
や

歩
道
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
四
角
や
丸
い
鉄

の
ふ
た
が
目
印
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

消
防
署
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
に

消
防
水
利
の
調
査
・
点
検
を
行
い
、
い
つ

ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て
も
直
ち
に
対
応

で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
消
火
栓
の
前
や
上
に
車
両
が

駐
車
し
て
あ
る
と
、
ど
ん
な
に
早
く
消
防

車
が
現
場
に
到
着
し
て
も
、
消
火
活
動
が

で
き
な
い
な
ど
、
違
法
駐
車
は
、
消
防
活

動
を
行
う
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

火
災
か
ら
、
皆
さ
ん
の
尊
い
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
も
、
消
火
栓
を
含
む
次
の

よ
う
な
場
所
で
の
違
法
駐
車
は
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。 

①
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分 

②
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く
は
、

吸
管
投
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の

部
分 

③
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
、
こ

れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら
5

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分 

④
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
・
池
・
井
戸
・

河
川
な
ど
）
の
標
識
か
ら
5
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分 



詳
し
く
は
、水
道
課（
内
線
1
2
2
）へ
ど
う
ぞ
。 

最寄り駅まで自動車で移動し、駅の近くの駐車場
に駐車して、公共交通機関（主に電車やバス）に乗
り換えて、目的地まで移動する方法です。車を使う
時間が減るので、環境にやさしく、郊外で電車やバ
スに乗り換えるため、渋滞のイライラを感じること
なく、時間通りに目的地まで行くことができます。 
愛知万博ではリニアモーターカーを利用したパー
クアンドライドが行われました。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
あっという間に、今年も１カ月を残すのみとなり

ました。公私共、行事に追われる中、先日、茶の湯
の世界で知り合った大先輩が他界されました。 
30年ほど以前に「行雲流水」について語って下さ

ったことを思い出しました。母が子に対する思い、
茶の湯の楽しみ方・・・。ちょっと近寄り難い人で
はありましたが、心も広く、信頼と安心感を持ち合
わせておられ、困った時の頼れる大先輩でした。私
もそろそろ一人前にならなくては、非力な自分でも
何ができるかと日々自問自答しています。 
先日の寺子屋は、実に楽しいひとときでした。下

は園児から上は70代の方まで、さまざまな人と接し、
参加された皆さんに何か心に残るものをと、自身も
っともっと勉強しなければと感じました。ちょっと
早いですが良い年をお迎え下さい。 
 
一口メモ（流派によって異なることあり） 

 
席入するとまず、にじり寄って拝見するところで

あり、床飾り（掛物、花入、
置物）を通じて、客と亭主
の心が触れ合い、深く結び
合い、一座建立の要に当た
るもの（板床、畳床、本床
など）。 
書画を裂や紙で表装して、

床の間に掛けるようにした
もの。茶道具の取り合わせ
の上で中心となるもの。 

きれ 



【作り方】　ニンニクは粗みじん切り、玉ネギはくし形、ニンジ
ンは1.5cm角、ジャガ芋は　2　cm角、セロリは皮をむき薄くスライス、
冷凍のインゲンは、さっとボイル解凍しておきます。　鍋に油を引
き、ニンニク、セロリ、豚角肉、塩、コショウ、玉ネギ、ニンジン、
ジャガ芋の順にいためて、水・ローリエ・大豆の水煮・コンソメの
素を入れて煮ます。あくを取り、調味料を入れて、ゆっくり煮込み
ます。冷凍インゲンカットを入れて色取りよく煮上げます。 
※この献立は、地域の農産物を利用した「ふるさとを見直そう」の
テーマでの料理コンクールで優勝したメニューです。 

毎
年
、
土
粘
土
に
よ
る
作
品
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
地
元
の
工
業
組

合
青
年
部
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
よ
り
、

親
子
で
花
瓶
・
器
を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
抹
茶
茶
わ
ん
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
「
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
い

う
一
抹
の
不
安
を
抱
い
た
親
さ
ん
も
み
え

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
親
子
で
抹
茶
茶
わ

ん
を
2
個
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
釉
薬
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
好
き

な
色
を
選
び
、
工
業
組
合
の
方
々
に
手
伝

っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
塗
り
ま
し
た
。
 

茶
わ
ん
が
焼
き
上
が
る
と
、
地
元
の
茶

道
愛
好
家
の
方
の
手
ほ
ど
き
で
、
手
作
り

の
茶
わ
ん
を
使
っ
て
お
茶
会
を
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
親
と
一
緒
の
嬉
し
さ

も
あ
り
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、

初
め
て
の
体
験
に
緊
張
の
面
持
ち
で
取
り

組
み
ま
し
た
。
女
児
の
中
に
は
、
家
へ
帰

っ
て
か
ら
、
ま
ね
し
て
お
茶
会
ご
っ
こ
を

す
る
子
も
い
ま
し
た
。
親
さ
ん
か
ら
は
、

「
部
屋
に
入
っ
て
お
香
の
香
り
が
し
た
と

た
ん
、
園
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
幼
稚
園
の
中
と
は
思
え

な
い
雰
囲
気
。
子
ど
も
も
、
お
迎
え
の
時

の
様
子
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
見
違
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
頭
・
心
の

中
が
無
に
な
り
心
地
よ
か
っ
た
で
す
。」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

お
茶
会
を
通
し
て
、
子
育
て
で
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
み
え
る
親
さ
ん
に
は
、

『
自
分
を
見
つ
め
る
時
間
』
や
『
心
の
ゆ

と
り
』
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
静
か
な

時
間
と
空
間
の
中
、
正
座
し
て
手
を
つ
き

「
ど
う
ぞ
」
「
あ
り
が
と
う
」
と
、
お
辞

儀
を
す
る
日
本
古
来
の
作
法
を
通
し
て
、

相
手
と
心
を
伝
え
合
う
快
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

【作り方】　土付きレンコンは、泥を落とし、皮をむく。大きい
ものならば、半月にして　2　mm程度にスライスします。水にさらし、
水を切ります。　揚げ油（160℃）に水切りしたレンコンを一枚一
枚入れてゆっくり、きつね色になるよう、パリッと揚げます。　軽
く塩、コショウします。 



 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 

市民 
 
 
不眠・ふさぎ込み・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 

12月22日（金）
 

  
12月25日（月） 
 
 

12月21日（木）  
 
 

12月18日（月） 
 
 
 
12月26日（火） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 

午後　1　時～　3　時30分  
 

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  
 

午後　1　時～午後　3　時 

 
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 
 

東濃保健所 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定　員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター 

 
12月23日（土・祝） 

 
市民 

 
午前　9　時～午後　3　時 

佐々木歯科医院 
土岐津町高山223-3 
　○55　0866

受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

 

第　1　期 
平成17年12月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
第　2　期  
平成12年　4　月　2　日～平
成13年　4　月　1　日生まれ
のお子さん 
予防接種法以外で市が
実施する予防接種 
①平成13年　4　月　2　日～
平成16年　3　月31日生ま
れのお子さん 
②平成12年　4　月　1　日以
前に生まれた　7　歳半未
満のお子さん 

　1　．麻しんまたは、風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたこと
がないお子さんは、12月15日（金）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　1　月からですが、12月25日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約
してくだい。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防
接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

予防接種法の改正により、来年度、小学校入学予定のお子さんにつきましては、第　2　期として
麻しん、風しんの予防接種を実施することになりました。詳しいことは、個別にて案内しまし
たが、案内が届いていない場合は、保健センターへお問い合わせください。 

平成18年　4　月の予防接種法改正以前の麻しん、風しん予防接種対象者【　2　歳以上　7　歳半未満（た
だし、今年度第　2　期対象者は除く）】で、何らかの理由により、平成18年　3　月31日までに接種
できなかったお子さんは、お申し込みにより接種することができます。  
ただし、法律による予防接種ではありませんので、詳しくは、保健センターへお問い合わせく
ださい。 

＊簡単朝食メニューを募集しています。あなたのおすすめの一品を紹介してください。 



市では、成人式典を開催します。土
岐市に住民登録されている方（12月　1　
日現在）には、12月初旬に案内状を送
付します。 
◆期日　平成19年　1　月　8　日（月・祝） 
◆対象　昭和61年　4　月　2　日～昭和62年
　4　月　1　日生まれの方 
※住民票を他の市町村へ移された方で、
式典に参加希望される方は、生涯学習
課へご連絡ください。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月16日（土）午前10時～午後
　4　時 
◆窓口　岐阜県県民生活相談センター 
◆相談電話番号　058-277-1003 
◆相談料　無料（電話代は、相談者負
担となります）※秘密厳守 
◆対応　弁護士、司法書士 
※面談を希望される方は、12月15日
（金）までに、岐阜県県民生活相談セン
ターへご予約ください。（先着30人） 
詳しくは、岐阜県環境生活政策課

（　058-272-1111・内線2390）へ。 
 
 
 
 
この大会は、東海環状自動車道が通

過する岐阜県・三重県・愛知県の市町
が主体で、東海環状自動車道沿線地域
の連携交流を図り、次代を担う少年
（小学生）が、サッカー大会を通して、
友情と親睦を深め、交流の輪を広げる
ことを目的としています。 
今年の大会は、可児市で開催し、各

市町から32チームが出場、土岐市から
は、下石サッカースポーツ少年団が出
場します。 
◆日時　12月23日（土・祝）・24日（日） 
◆場所　ふれあいパーク緑の丘など 
詳しくは、監理用地課（内線301）へ。 

エイズとは、ＨＩＶというウイルス
に感染することで生じるさまざまな病
気の総称です。 
ＨＩＶに感染してしまうと、完全に

治療する方法はありませんが、発病を
抑えたり症状が悪化しないようにする
ための治療は、かなり進んでいます。 
正しい知識を身に付け、感染するこ

とを防ぎ、エイズ患者を含むＨＩＶ感
染者に対する正しい理解をしましょう。 
●相談やＨＩＶ抗体検査を実施中 

◆相談・検査日　毎月第　1　・第　3　水曜
日、午前11時～正午（要予約） 
予約など詳しくは、東濃保健所（　
○23　1111・内線361）へどうぞ。 
 
 
 
 
明治から大正時代にかけて作られた

銅版技法による小皿を展示し、庶民に
親しまれた生活の器を紹介します。 
◆会期　12月　5　日（火）～平成19年　1　月
28日（日） 
◆場所　（財）岐阜県陶磁資料館 
◆入館料　　大人　300円　　大学・高
校生　200円　　中学生以下無料 
※15人以上の団体は、　2　割引 
◆休館日　　1　月　8　日を除く毎週月曜日、
　1　月　9　日（火）・10日（水）・年末年始
（12月25日～　1　月　5　日） 
◆開館時間　午前　9　時30分～午後　4　時
30分 
詳しくは、（財）岐阜県陶磁資料館へ。 

●放映日　12月　5　日（火） 
　　　　　午後　6　時10分～30分 
●放送局　岐阜放送 

地球温暖化の原因となるＣＯ2の約
　2　割が車から排出されています。 
国土交通省では、少しでもＣＯ2を
減らすため、ドライバーの皆さんと連
携した「エコロード・キャンペーン」
を実施しています。道の駅などに置か
れているパンフレットやホームページ
（www.eco-road.jp/）をご覧いただき、
環境にも車にもやさしい
「エコドライブ」を始め
ませんか。 
詳しくは、多治見砂防
国道事務所調査設計課へ。 
 
 
日赤社資へのご協力ありがとうござ

いました。 

市全体の寄付総額は、7,791,204円
で、各町の金額は、次の通りです。 
　土岐津町＝1,162,000円　　下石町＝
851,000円　　妻木町＝848,000円　　鶴
里町＝196,000円　　曽木町＝158,500円
　駄知町＝1,246,950円　　肥田町＝63 
6,100円　　泉町＝2,692,654円 



個人情報の適正な取り扱いのルール
を定めるとともに、市民の皆さんの個
人情報について、開示や訂正などを請
求する権利を保障する土岐市個人情報
保護条例が施行されて、　4　年が経過し
ました。 
平成17年10月　1　日から平成18年　9　月
30日までの個人情報開示請求の件数は 
　1　件で、自己の住民票などの交付申請
書の開示請求に対し、その全部を開示
しました。なお、訂正、削除および中
止の請求は、ありませんでした。 
今後も、市民の皆さんの個人情報の
保護に細心の注意を払いながら、市政
運営を進めていきます。 
個人情報保護制度についてのお問い
合わせや、個人情報の取り扱いについ
てのご相談は、総務課へどうぞ。 
 
 
 
 
岐阜県視覚障害者福祉協会土岐支部
では、体験学習、文化祭、ボランティ
アとの交流など、年間を通じて、さま
ざまな行事を行い、親睦を深めていま
す。同じ障害のある者としての苦しみ
を分かち合い、助け合える仲間の集ま
りです。視覚障害者の皆さん、一緒に
活動してみませんか。 
参加方法など詳しくは、岐阜県視覚
障害者福祉協会土岐市支部支部長・田
中文男さん（　○52　2440）へどうぞ。 

各小・中学校では、定期的に担任の先生と教育相談を行ったり、アンケー
トによって友人関係のトラブルをいち早く把握する取り組みを行っています。
いじめ、不登校、進路、友達のことなどで心配があったら、一人で悩まず、
気軽に相談しましょう。 
また、専門の相談員があなたの悩みにお答えする機関もあります。 

●土岐市教育相談室（　○55　8555）　●いじめストップ相談ダイヤル（　0120-7 
40-070）　●東濃子ども相談センター（　○23　1111・内線402～406）　●あんし 
んコール（　0120-873-246）　●青少年ＳＯＳセンター（　0120-247-505） 

市社会福祉協議会では、ときしヘル
パーステーションに登録し、都合の良
い時間（　1　日　1　時間から数時間）を利
用し、活動をしていただける方を募集
します。 
◆対象　ホームヘルパー　2　級以上また
は、介護福祉士の資格を有する方 
◆報酬（時給）　　月～土曜日＝986
円～1,040円　　日・祝日＝1,036円～
1,140円 
詳しくは、市社会福祉協議会・吉村

さんへどうぞ。 
 
 
 
 
多治見市医師会準看護学校では、次

の通り平成19年度の生徒を募集します。 
◆募集人員　28人 
◆受験資格　心身共に健康で、中学校
卒業以上の学歴を有する者（見込みを
含む） 
◆願書提出期間　平成19年　1　月　9　日（火）～
31日（水） 
◆試験日　平成19年　2　月　7　日（水） 
◆試験会場　多治見市医師会館・　2　階
大ホール 
◆試験科目　数学・国語・英語および
面接 
◆合格発表　平成19年　2　月15日（木）
に、本人へ郵送。 
詳しくは、多治見市医師会准看護学

校（　○22　3051）へどうぞ。 

複雑な食品表示をできるだけ分かり
やすく解説した「食品表示ハンドブッ
ク」を活用して、食品表示の基礎を理
解していただく講座を開催します。 
◆日時　12月14日（木）午後　1　時30分～
　3　時30分 
◆場所　東濃西部総合庁舎・　5　階大会
議室 
◆対象　食品表示に関心のある消費者
の方（過去に参加された方は除く） 
◆定員　50人程度 
◆参加費　無料 
◆締め切り　12月　8　日（金） 
◆申し込み　住所・氏名・電話番号・
「食品表示基礎講座参加希望」を明記
の上、郵送または、ＦＡＸで、東濃農
林事務所農業振興課（〒507-8708多治
見市上野町5-68-1、FAX○23　9440）へお
申し込みください。※電話も可。 
詳しくは、東濃農林事務所農業振興

課（　○23　1111・内線286）へどうぞ。 
 
 
 
 
花あふれる生活空間「ガーデンフェ

スティバルMINO2007」の開催に伴い、
やきもの・タイルなどを取り入れたミ
ニガーデン作品や寄せ植え作品を募集
します。また、小学生を対象としたキ
ッズガーデン部門もあります。 
◆応募期限　平成19年　1　月15日（月） 
応募方法など詳しくは、（財）セラミ
ックパーク美濃「ガーデンフェスティ
バルMINO2007」（　○28　3200）へどうぞ。 

11月12日（日）、市総合公園野
球場で市長旗争奪土岐市高等学校
野球大会が開催されました。 
結果は、次の通りです。 

●優　勝　　土岐商業 

●　2　　位　　土岐紅陵  
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東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


